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１
．
は
じ
め
に

２
０
２
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
第
７
波
、
第
８
波
と
感

染
拡
大
が
続
い
た
後
収
束
に
向
か

い
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
３
年

３
月
に
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
一
方
で
、
患

者
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

等
は
マ
ス
ク
着
用
が
効
果
的
な
場

面
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
透
析
医

会
、
日
本
透
析
医
学
会
、
日
本
腎

臓
学
会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
合
同
委
員
会
」
は
、
高
齢
で

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
透
析
患
者

は
、
透
析
施
設
で
は
こ
れ
ま
で
同

様
マ
ス
ク
着
用
を
推
奨
す
る
と
の

考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
２

０
２
３
年
度
も
引
き
続
き
慎
重
に

対
応
し
諸
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
東
腎
協
は
、
結

成
５０
周
年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の

周
年
事
業
と
し
て
「
結
成
５０
周
年

記
念
式
典
」「
５０
年
誌
あ
ゆ
み
」「
会

員
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
に
伴
い
、
日
本
腎
臓
財
団
様

よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
募
金
活
動

を
行
い
、
透
析
医
療
関
係
者
、
透

析
施
設
、
患
者
会
、
個
人
の
方
々

か
ら
多
額
の
寄
付
金
を
頂
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
腎
協
は
こ
の
他
、
臓
器
移
植

普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
啓
蒙
活
動
「
都
民
の
集
い
」
な

ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、

総
会
、
記
念
大
会
、
理
事
会
な
ど

は
、
リ
モ
ー
ト
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
と
対

面
式
で
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
会

員
・
役
員
の
高
齢
化
を
背
景
に
透

析
施
設
内
で
の
活
動
が
難
し
く
、

患
者
会
の
存
続
が
一
段
と
厳
し
く

な
り
組
織
の
弱
体
化
が
進
行
し
ま

し
た
。

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

２
．
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢

（
１
）�

２
０
２
１
年
末
慢
性
透
析

患
者
の
現
状

（
表
１
．
２
０
２
１
年
１２
月
末　

慢
性
透
析
療
法
の
現
状
…
日
本
透

析
医
学
会
資
料
）

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①�

２
０
２
１
年
末
慢
性
透
析
患
者

３
４
９
，
７
０
０
人
（
前
年
比

２
，
０
２
９
人
増
）

②�

２
０
２
０
年
末
透
析
患
者
の
平

均
年
齢
６９
・
６７
歳
（
前
年
比
０

・
２７
歳
増
）

③�

２
０
２
０
年
末
新
規
導
入
患
者

の
平
均
年
齢
７０
・
９
歳
（
前
年

比
０
・
０２
歳
増
）

（
２
）�

透
析
患
者
の
医
療
費
を
め

ぐ
る
情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
２
０
２
２
年
度
東
京
都
の
公
費

負
担
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
変
更
が
な
く
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
京
都
の

「
マ
ル
障
」（
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
）
は
、
６５
歳
以
上
の

新
規
透
析
導
入
患
者
は
助
成
対
象

外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
マ
ル

都
」（
人
工
透
析
医
療
費
助
成
制

度
）
に
よ
り
多
く
の
患
者
は
、
自

己
負
担
が
な
く
人
工
透
析
が
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
２

０
２
３
年
度
以
降
も
引
き
続
き
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
保
険
制
度
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
２
０
２
２
年
１０

月
よ
り
一
定
所
得
以
上
は
１
割
負

表 １　２０２１年１２月末　慢性透析療法の現状
� 日本透析医学会資料

透析施設数 ４，５０８施設 １５施設増

慢性透析者 ３４９，７００人 ２ ，０２９人増

新規導入患者数 ４０，５１１人 ２３３人減

死亡患者数 ３６，１５６人 １ ，７４２人増

導入平均年齢 ７０．９ 歳 ０ ．０２歳増

患者平均年齢 ６９．６７歳 ０ ．２７歳増

最長透析者 ５２年 ４ ヶ月
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担
か
ら
２
割
負
担
（
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
負
担
）
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
透
析
患
者
は
６５
歳
か

ら
利
用
し
、
負
担
割
合
が
増
え
る

こ
と
で
自
治
体
の
公
費
医
療
費
助

成
制
度
負
担
増
に
よ
る
制
度
の
後

退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
負
担
割
合

が
今
後
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
公
的

な
助
成
制
度
が
な
く
、
通
院
支
援

や
訪
問
介
護
（
家
事
援
助
等
）
の

利
用
者
負
担
、
介
護
老
人
保
健
施

設
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
の
ホ

テ
ル
コ
ス
ト
（
居
住
費
、食
費
等
）

や
一
定
の
資
産
保
有
者
へ
の
補
足

給
付
の
廃
止
な
ど
に
よ
る
利
用
者

負
担
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所
で
は
、

透
析
患
者
を
受
け
入
れ
る
施
設
が

限
ら
れ
、
透
析
患
者
が
高
齢
化
し

長
期
療
養
や
介
護
支
援
が
必
要
な

患
者
が
増
加
す
る
中
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
十
分
受
け
ら
れ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

②
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
４
月
に
診
療
報
酬

改
定
が
行
わ
れ
、
人
工
腎
臓
用
特

定
保
健
医
療
材
料
（
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
）
や
人
工
腎
臓
（
慢
性
維
持

透
析
を
行
っ
た
場
合
の
技
術
料
）、

外
来
医
学
管
理
料
（
検
査
費
用
）

な
ど
に
つ
い
て
は
、
下
げ
幅
は
低

い
も
の
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
夜
間
加
算
、
休
日
加
算
、

導
入
期
加
算
（
１
、
２
）、
障
害

者
加
算
な
ど
に
つ
い
て
変
更
は
な

く
、
在
宅
血
液
透
析
管
理
料
の
引

き
上
げ
や
在
宅
自
己
腹
膜
灌
流

（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加

算
の
新
設
な
ど
在
宅
治
療
に
重
点

を
置
い
た
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
透
析
中
の
運
動
療
法
に

新
た
な
加
算
が
つ
い
た
も
の
の
透

析
を
取
り
巻
く
治
療
環
境
に
大
き

な
変
更
は
な
く
、
２
０
２
４
年
改

訂
に
向
け
２
０
２
３
年
度
は
、
情

報
収
集
等
改
定
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

３
．
東
腎
協
の
患
者
会
の
現
状

（
１
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

（
表
２
過
去
５
年
間
の
会
員
推
移
）

0

1000

2000

3000

4000

22212019182017 0

20

40

60

80

100
（人）

（年）

５年間の会員の推移（期末会員数）

1872
1636

2027
2409

患者会数
会員数

68 686973
80

88

2827
3200

①
２
０
２
２
年
度
患
者
会
の
動
向

に
つ
い
て

患
者
会
の
現
状
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

で
、
患
者
会
総
会
、
役
員
会
、
例

会
、
学
習
会
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
開

催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、

透
析
患
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
か
ら
患
者
会
活
動
の
休
止
、

解
散
な
ど
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
２
２
年
度
期
末

会
員
数
は
１
６
３
６
人
（
前
期
比

マ
イ
ナ
ス
２
３
６
人
）
と
な
り
ま

す
ま
す
会
員
減
少
が
進
み
ま
し
た
。

一
方
、
役
員
の
死
亡
に
よ
り
患

者
会
の
財
政
や
組
織
管
理
が
不
明

と
な
り
、
患
者
会
の
維
持
が
危
機

状
態
に
陥
っ
た
際
に
、
透
析
施
設

の
事
務
長
様
や
施
設
長
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
で
、
患
者
会
の
再
生

・
継
続
が
さ
れ
た
と
い
う
教
訓
的

な
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
腎
協
と
し
て
は
、
役
員
不
在

や
施
設
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
組
織

の
維
持
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
、
組
織
と
し
て
の
患
者
会
の
名

前
は
残
し
て
個
人
会
員
へ
の
移
行

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
機
関
誌
の

配
布
や
会
費
の
納
入
な
ど
は
一
時

的
に
事
務
局
が
代
行
し
ま
す
。
問

題
が
発
生
し
た
場
合
に
、
す
ぐ
に

東
腎
協
事
務
局
や
理
事
・
役
員
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
暫
定
的

な
対
応
策
や
施
設
へ
の
援
助
要
請

な
ど
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。
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②
患
者
会
は
全
腎
協
、
東
腎
協
運

動
の
カ
ナ
メ

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も

安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医

療
体
制
」
の
維
持
・
継
続
の
た
め

に
は
、
全
腎
協
、
東
腎
協
の
存
在

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
構
成
員

で
あ
る
患
者
会
・
会
員
の
存
在
意

義
は
会
財
政
を
支
え
る
意
味
で
も

重
要
で
す
。
高
齢
化
に
よ
る
役
員

不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
事
務
局
や
東
腎
協

役
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③
未
組
織
施
設
へ
の
取
り
組
み

２
０
２
２
年
３
月
に
、
東
京
都

透
析
医
会
会
長
安
藤
亮
一
先
生
、

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員

長
花
房
規
男
先
生
、
東
京
都
区
部

災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
世
話
人
酒
井
謙
先
生
、
菊
地

勘
先
生
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医

会
理
事
長
要
伸
也
先
生
の
連
名
で
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
機
関
誌
・

入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
常
備
の
お
願

い
」
文
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
同

文
書
を
添
え
昨
年
度
に
続
き
、
東

京
都
の
透
析
施
設
（
約
４
０
０
施

設
）
に
、
東
腎
協
機
関
誌
、
入
会

パ
ン
フ
等
を
常
備
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
多
く
の

患
者
に
東
腎
協
、
全
腎
協
を
知
っ

て
も
ら
い
将
来
会
員
増
強
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。４

．２
０
２
２
年
度
の
事
業
報
告

（
１
）�
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地

域
腎
友
会
そ
の
他
の
活
動

報
告

□
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮
宏

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
活
動
計
画
で
は
７
月
、
１１
月

に
正
会
員
会
議
、
個
人
会
員
会
議

を
、
９
月
に
勉
強
会
を
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
数
波
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

す
べ
て
の
計
画
を
残
念
な
が
ら
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
報
告

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

横
溝
久
美
子

コ
ロ
ナ
禍
で
正
会
員
会
議
、
個

人
会
員
交
流
会
、
学
習
会
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
患
者
会
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
会
の
実
態
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
約
半
数
の
患
者
会
か
ら
回

答
が
あ
り
、
役
員
不
足
に
よ
る
活

動
の
停
止
、
機
関
誌
の
配
布
な
ど

苦
労
し
て
い
る
状
況
が
分
か
り
ま

し
た
。
集
計
報
告
は
全
患
者
会
に

報
告
し
ま
し
た
。

□
青
年
部
長�

小
林
正
和

昨
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

左
記
の
活
動
し
か
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
〇
８
月
２８
日
（
日
）
全
腎

協
青
年
研
修
会　

〇
１１
月
２０
日

（
日
）
神
奈
川
県
腎
友
会
青
年
部

主
催
勉
強
会
（
対
面
）

□
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会

�

委
員
長　

古
暮
宏

「
会
員
実
態
調
査
」
で
も
「
透

析
中
に
運
動
し
て
い
る
」
と
回
答

さ
れ
た
方
は
３
・
１
％
で
、
腎
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
啓
発
活

動
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
東
腎
協
と
し
て

の
取
り
組
み
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。「

東
京
歩
こ
う
会
」
を
再
開
致

し
ま
し
た
。
１１
月
１３
日
昭
和
記
念

公
園
を
訪
ね
、
見
頃
を
迎
え
た
紅

葉
や
イ
チ
ョ
ウ
、
季
節
の
花
を
眺

め
な
が
ら
晩
秋
の
一
日
を
仲
間
と

語
ら
い
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

（
２
）�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携

本
年
度
は
２
回
開
催
さ
れ
た
東

京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
動
き

と
し
て
は
、
災
害
時
に
透
析
医
療

を
確
保
す
る
た
め
の
各
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
お
よ
び
区

市
町
村
単
位
の
先
進
的
な
取
り
組

み
の
事
例
収
集
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
東
京
都
福
祉
保
健
局
で
は
こ

れ
を
取
り
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開
し
広
く
周
知
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
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東
京
都
の
全
て
の
区
市
町
村
で
の

災
害
対
策
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
も
参
加
し
て
い
る

広
域
連
携
会
議
も
進
め
ら
れ
て
お

り
、
当
初
の
埼
玉
県
、
群
馬
県
、

栃
木
県
、
東
京
都
か
ら
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

茨
城
県
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

広
域
連
携
ル
ー
ル
、
設
置
要
項
を

策
定
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
平
成
２２
年
に

作
成
さ
れ
た
「
患
者
向
け
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
改
訂
版
を
３
月
に
発
行

し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

都
区
部
の
施
設
に
各
１
冊
ず
つ
配

布
さ
れ
、
希
望
す
る
施
設
に
は
販

売
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

②
東
京
都
予
算
要
請

東
京
都
へ
の
２
０
２
３
年
度
予

算
要
請
は
、
１０
月
４
日
（
火
）
リ

モ
ー
ト
で
行
い
、
９
つ
の
大
項
目

と
１６
の
小
項
目
を
要
請
し
回
答
を

得
ま
し
た
（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん

き
ょ
う
」
№
２
３
９
秋
号
に
要
約

を
掲
載
）。

（
要
請
９
大
項
目
）

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の

維
持
継
続
に
つ
い
て

２
．�

要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強

化
に
つ
い
て

３
．�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ

の
取
組
に
つ
い
て

４
．�
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に

つ
い
て

５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．�

患
者
中
心
の
透
析
医
療
に
つ

い
て

７
．�

透
析
患
者
へ
の
大
災
害
対
策

に
つ
い
て

８
．�

再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ

い
て

９
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

③
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

９
月
６
日
（
火
）
東
京
都
議
会

自
民
党
、
９
月
８
日
（
木
）
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
、

都
議
会
公
明
党
、
都
議
会
立
憲
民

主
党
、
１０
月
１１
日
（
火
）
日
本
共

産
党
東
京
都
議
団
と
懇
談
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
人
数
を
制
限
し
て

訪
問
し
、
各
種
医
療
費
助
成
制
度

の
維
持
継
続
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
透
析
医
療
の
諸
問
題
に
つ
い

て
万
全
な
対
策
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
請
し
ま
し
た（
機
関
誌「
と

う
じ
ん
き
ょ
う
」
№
２
３
９
秋
号

に
要
約
を
掲
載
）。

④
第
５２
次
国
会
請
願
運
動

第
５２
次
国
会
請
願
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
全
腎
協
よ

り
一
括
し
て
各
都
道
府
県
紹
介
議

員
に
郵
送
し
て
国
会
へ
提
出
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

東
京
の
紹
介
議
員
は
衆
参
厚
生

労
働
委
員
の
石
田
昌
宏
参
議
院
議

員
（
自
民
）、
山
口
那
津
男
参
議

院
議
員
（
公
明
）、
川
田
龍
平
参

議
院
議
員
（
立
憲
民
主
）、
宮
本

徹
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
の
４
名

の
国
会
議
員
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
４
，

７
８
８
筆
（
昨
年
５
，７
５
３
筆
）、

募
金
は
４
８
０
，
２
４
０
円
（
昨

年
５
９
６
，
７
４
０
円
）
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

（
３
）�

東
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念

事
業
報
告

①
東
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念
大
会

１０
月
３０
日
（
日
）
主
婦
会
館
プ

ラ
ザ
エ
フ
７
階
カ
ト
レ
ア
に
て
対

面
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
対
面
式
で
の
開
催
は
３
年
ぶ
り

と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
患

者
会
・
個
人
会
員
・
一
般
参
加
者

４８
名
、
東
京
都
・
来
賓
・
関
係
者

８
名
、
講
師
・
司
会
２
名
、
理
事

・
関
係
者
１５
名
の
総
勢
７３
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
「
腎
臓
再
生
医
療

の
現
状
と
展
望
」
の
テ
ー
マ
で
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
副
学
長
・

腎
臓
高
血
圧
内
科
主
任
教
授　

横

尾
隆
先
生
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
異
種
移
植
や
再
生
医
療
の
現

状
と
、
臨
床
応
用
に
向
け
て
最
終

段
階
に
入
っ
た
再
生
腎
臓
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
経
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過
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演

を
頂
き
出
席
者
に
は
大
変
好
評
で

し
た
。（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
№
２
４
０
冬
号
に
掲
載
）

②
「
会
員
実
態
調
査
」
報
告

結
成
１０
年
毎
の
節
目
の
年
に
行

っ
て
い
る
会
員
実
態
調
査
を
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
票
は
全
会
員
に
配
布
し
、

１
０
３
５
人
の
方
に
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
東
腎

協
が
行
っ
て
き
た
過
去
５
回
の
調

査
内
容
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
、

①
会
員
の
属
性
、
②
透
析
療
法
に

関
す
る
こ
と
、
③
日
常
生
活
に
関

す
る
こ
と
、
④
就
労
状
況
、
⑤
経

済
状
況
、
⑥
介
護
保
険
の
利
用
状

況
、
⑦
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
、

⑧
東
腎
協
・
全
腎
協
に
期
待
す
る

こ
と
に
、「
事
前
指
示
書
の
作
成

の
有
無
」
を
新
た
に
加
え
ま
し
た
。

分
析
に
つ
い
て
は
単
純
集
計
や
性

別
、
年
齢
別
、
透
析
歴
別
等
の
ク

ロ
ス
集
計
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
３０
周
年
及
び
４０
周
年
の
実
態
調

査
や
日
本
透
析
医
学
会
の
調
査
と

の
比
較
を
行
い
分
析
し
ま
し
た
。

③
５０
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
の
発
行

５０
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
は
、
東
腎

協
結
成
以
来
１０
年
毎
に
発
行
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
文
字
も
判
型

も
大
き
く
し
て
読
み
や
す
く
し
ま

し
た
。
ま
た
、
内
容
で
は
、「
写

真
で
見
る
東
腎
協
の
歴
史
」「
結

成
５０
年　

先
人
へ
の
感
謝
と
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
未
来
へ
」、
資
料
編

で
は
歴
代
の
役
員
名
簿
を
掲
載
し

ま
し
た
。
長
期
透
析
者
は
「
５０
年

以
上
」「
４０
年
以
上
」「
３０
年
以
上
」

の
透
析
患
者
の
お
名
前
を
掲
載
し

ま
し
た
。
最
後
に
「
透
析
診
療
報

酬
の
変
遷
と
東
腎
協
の
活
動
年

表
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

（
４
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
４１
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
主
催
・
東
腎
協
、

共
催
・
東
京
都
）

１０
月
２
日
（
日
）
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

２
０
１
９
年
以
来
３
年
ぶ
り
に
第

４１
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
井
の
頭
恩
賜
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
共
催
の
東
京
都

福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
課
（
献
血

移
植
担
当
）、
東
京
医
科
大
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東
京
女
子
医

大
医
移
植
者
の
会「
あ
け
ぼ
の
会
」、

東
腎
協
会
員
な
ど
総
勢
３４
名
で
開

催
し
ま
し
た
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
の
影
響

も
あ
り
、
参
加
者
は
例
年
の
半
数

と
な
り
ま
し
た
が
、
意
思
表
示
カ

ー
ド
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

約
３
０
０
０
個
全
腎
協
名
入
り
ゴ

ム
風
船
約
６
０
０
個
を
配
布
し
ま

し
た
。

②
臓
器
移
植
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
主
催
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
推
進
協

会
）９

月
１２
日（
月
）Ｗ
Ｅ
Ｂ
＋
対
面

国
民
に
臓
器
移
植
、
臓
器
提
供

へ
の
関
心
と
理
解
を
広
げ
る
た
め

の
普
及
啓
発
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に
正
し
い
情
報

を
伝
え
知
っ
て
も
ら
う
活
動
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

③
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
パ
レ
ー
ド
（
主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
推
進
協
会
）

１０
月
１６
日
（
日
）
一
般
都
民
へ

臓
器
提
供
お
よ
び
臓
器
移
植
医
療

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
０
１
９
年
以

来
３
年
ぶ
り
に
、
青
山
学
院
大
学

学
友
会
吹
奏
楽
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部
を
先
頭
に
日
比
谷
公
園
～
数

寄
屋
橋
～
八
重
洲
（
鍛
冶
橋
跡
）

ま
で
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。

全
腎
協
、
心
臓
病
の
子
供
を
守

る
会
、
日
本
移
植
者
協
議
会
、
胆

道
閉
鎖
症
の
子
供
を
守
る
会
、
ニ

ュ
ー
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
東
腎
協
な

ど
共
催
団
体
な
ど
か
ら
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

④
第
３３
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民

の
集
い
（
主
催
・
東
腎
協　

共
催

・
東
京
都
）

２
０
２
３
年
３
月
１２
日
（
日
）

都
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
３
年
ぶ
り
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に
対
面
式
で
行
い
ま
し
た
。
講
師

の
酒
井
謙
先
生
、小
澤
尚
先
生
、共

催
の
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対

策
課
渡
部
ゆ
う
課
長
、
主
催
の
東

腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
が
挨
拶
し
、

約
４０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

①
政
策
行
政
委
員
会

�

委
員
長　

古
暮　

宏

２
０
２
２
年
度
政
策
行
政
委
員

会
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
蔓
延
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

予
定
し
て
い
た
計
画
の
多
く
が
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
も

重
要
な
東
京
都
へ
の
予
算
要
望
は
、

透
析
患
者
に
対
す
る
各
種
医
療
費

助
成
制
度
等
が
維
持
継
続
さ
れ
る

他
要
望
事
項
に
一
定
な
前
向
き
な

回
答
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

②
災
害
対
策
委
員
会

�

委
員
長　

戸
倉
振
一

２
０
２
２
年
度
は
新
た
な
動
き

と
し
て
、
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
や
区
市
町
村

単
位
の
先
進
的
な
事
例
が
、
東
京

都
福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
課
で
ま

と
め
ら
れ
、
東
京
都
特
殊
疾
病
対

策
協
議
会
腎
不
全
対
策
部
会
で
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
２

０
２
３
年
度
は
こ
の
資
料
を
も
と

に
、
患
者
の
立
場
か
ら
も
区
市
町

村
の
災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
東
京
都
区
部
災
害
時

透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
改
定

し
た
患
者
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

考
に
し
、
患
者
に
対
す
る
啓
発
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

③
総
務
委
員
会

�

委
員
長　

須
賀
春
美

定
款
第
３
章
役
員
・
そ
の
他（
種

別
及
び
定
数
）
第
１３
条
（
１
）「
理

事
１５
人
以
上
３５
人
以
内
」
を
「
理

事
５
人
以
上
３５
人
以
内
」
と
改
訂

す
る
こ
と
を
第
１７
回
総
会
に
議
案

提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

④
広
報
委
員
会

�

委
員
長　

板
橋
俊
司

機
関
誌「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」№

２
３
７
号
か
ら
№
２
４
０
号
ま
で

４
号
発
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
更
新
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
）�

関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

①
全
国
腎
臓
病
協
議
会

２
０
２
２
年
度
は
東
腎
協
か
ら

戸
倉
振
一
会
長
と
板
橋
俊
司
事
務

局
長
が
、
中
長
期
運
営
委
員
会
、

社
会
保
障
委
員
会
、
災
害
対
策
委

員
会
、
組
織
対
策
委
員
会
、
５０
周

年
記
念
事
業
委
員
会
の
委
員
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。

②
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
第
９５
回
か
ら
９７
回
（
５
／

２
１
、
１０
／
９
、
２
／
１２
）
の
会

議
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
開
催
し
、
各

都
県
の
活
動
・
組
織
状
況
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
、

２
０
２
３
．
２４
年
度
全
腎
協
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
の
推
薦
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

③
東
京
難
病
団
体
連
合
会

〇
２
０
２
２
年
５
月
２９
日
総
会
が

行
わ
れ
原
田
久
夫
氏
が
理
事
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協
よ
り

古
暮
宏
が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

〇
８
月
２
０
２
３
年
度
東
京
都
予

算
要
望
を
提
出
。
１０
月
２４
日
東
京

都
回
答（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）が
あ
り
ま
し
た
。

〇
都
議
会
各
派
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
９

月
７
日
自
由
民
主
党
、
立
憲
民
主

党
、
９
月
８
日
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、

公
明
党
、
共
産
党

〇
１２
月
１３
日　

小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
都
庁
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
２
０
２
３
年
１
月
２６
日　

厚
生

労
働
相
伊
佐
進
一
副
大
臣
と
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

①
は
ん
ぶ
ん
米

東
京
都
の「
災
害
備
蓄
米『
は
ん

ぶ
ん
米
』」に
つ
い
て
、
２
０
２
２

年
度
備
蓄
不
足
か
ら
東
腎
協
へ
の

寄
贈
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
２
０

２
３
年
度
は
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で

す
。
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２
０
２
２
年
度
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

（
以
下
、
東
腎
協
）
は
、
創
立
５０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
５０
年
前
、
私
た
ち

の
先
人
に
よ
る
命
を
か
け
た
活
動

に
よ
り
東
腎
協
は
結
成
し
、
今
日

ま
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
」
を
堅
持
す
る
た

め
に
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
も
先
人
の
意
思

を
引
き
継
ぎ
現
在
直
面
し
て
い
る

諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体

的
な
事
業
は
以
下
の
通
り
で
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が

５
月
８
日
よ
り
５
類
と
な
り
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の

扱
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
透
析

患
者
の
重
症
化
率
が
低
下
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
感
染
対
策
に
十
分

に
配
慮
し
な
が
ら
、
対
面
で
の
開

催
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

１
．「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
医
療
体
制
」
の
継
続
、

全
腎
協
・
東
腎
協
の
組
織
強
化

を
目
指
し
て

（
１
）�

国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し

て
全
腎
協
の
重
要
性

①�

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
透

析
医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体

制
の
継
続
。

②�

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
透
析

医
療
の
患
者
負
担
限
度
額
（
１

万
円
か
ら
２
万
円
）
の
継
続

（
高
額
長
期
疾
病
［
特
定
疾
病
］

に
係
る
高
額
療
養
費
の
特
例
）。

③�

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く

腎
機
能
障
害
者
認
定
の
継
続
。

（
２
）�

東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と

し
て
東
腎
協
の
重
要
性

①�

人
工
透
析
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
都
）
の
継
続

②�

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
障
）・
福
祉
手
当
等
の

継
続
。

（
３
）�

腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰

・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
資
す
る

活
動
。

①�

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委

員
会
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透

析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多

摩
腎
疾
患
治
療
医
会
と
の
連
携

・
災
害
対
策
の
推
進
。

②�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
啓
発
（
都
民
の
集

い
）・
臓
器
移
植
対
策
（
臓
器

移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）・
医
療

機
関
と
の
協
力
。

③�
厚
生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め
た

「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書

（
Ｈ
３０
・
７
）
～
腎
疾
患
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て

～
」
の
達
成
す
べ
き
目
標
の
東

京
都
で
の
推
進
。

④�

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都

福
祉
保
健
局
２
０
２
０
年
改

訂
）
の
各
地
域
で
の
具
体
化
。

⑤�

透
析
患
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、

「
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
必
要
な
患
者
が
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ
る

た
め
の
取
り
組
み
。

⑥�

運
動
療
法
の
一
環
と
し
て
「
東

京
歩
こ
う
会
」
の
開
催
。

⑦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
安
全

な
医
療
体
制
、
透
析
患
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
情
報

収
集
と
腎
臓
病
患
者
へ
の
情
報

発
信
の
取
り
組
み
。

（
４
）�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析

患
者
が
望
む
医
療
と
ケ
ア

の
推
進

①�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患
者

が
望
む
医
療
と
ケ
ア
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
医
療
体
制
構
築
の

た
め
の
要
望
活
動
へ
の
取
り
組

み
。

②�

人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
と
ケ

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案
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ア
に
つ
い
て
，
患
者
に
と
っ
て

最
良
の
選
択
を
行
う
た
め
に
繰

り
返
し
話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
共
同
意
思
決
定
（shared�

decision�m
aking

：
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）

と
本
人
が
家
族
等
や
医
療
・
ケ

ア
チ
ー
ム
と
事
前
に
繰
り
返
し

話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（advance�care�planni

ng

：
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
学

習
会
の
開
催
。

２
．
患
者
会
の
存
続
・
強
化
を

目
指
し
て

（
１
）
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
、
必
要
な
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

（
必
要
な
対
策
）

①�

病
院
患
者
会
活
動
へ
の
支
援

（
機
関
誌
の
配
布
・
会
費
集
金

な
ど
の
代
行
）。

②�

個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団

体
の
協
賛
金
、
寄
付
金
等
に
よ

る
安
定
収
入
確
保
へ
の
取
り
組

み
。

③�

腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の

た
め
、
患
者
の
体
験
（
機
関
誌
、

Ｈ
Ｐ
等
で
発
信
）
を
通
じ
て
、

社
会
的
認
知
の
向
上
と
患
者
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
団
体
を
目
指

す
取
り
組
み
。

④�

透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、

年
代
別
の
交
流
と
親
睦
を
深
め

る
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
。

⑤�

移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期

の
患
者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ

る
取
り
組
み
。

（
２
）�
未
組
織
施
設
へ
の
取
り
組
み

東
京
都
透
析
医
会
、
東
京
都
区

部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
に

ご
支
援
い
た
だ
き
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
腎
協
機
関
誌
・
入
会
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
常
備
の
お
願
い
」
文
書
を
約

２
０
０
施
設
（
東
腎
協
患
者
会
の

あ
る
６８
施
設
を
除
く
）
へ
郵
送
し

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
。

東
京
都
の
透
析
施
設
（
約
４
０

０
施
設
）
の
多
く
の
施
設
に
、
東

腎
協
機
関
誌
、
入
会
パ
ン
フ
等
が

常
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

く
の
患
者
さ
ん
に
東
腎
協
、
全
腎

協
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
な

会
員
増
強
と
な
る
取
り
組
み
。

３
．
２
０
２
３
年
度
の
事
業
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①
「
第
４１
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」

１０
月
１
日
（
日
）
に
井
の
頭
恩

賜
公
園
で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の

開
催今

年
度
も
「
臓
器
移
植
推
進
連

絡
協
議
会
（
臓
移
連
）」
と
共
催
し
、

１０
月
に
「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー

ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
を
開
催
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
４
年
度

予
算
要
請
」

８
月
に
東
京
都
へ
「
２
０
２
４

年
度
予
算
要
請
」
を
行
い
ま
す
。

行
政
・
政
策
委
員
会
を
中
心
に
要

請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

（
要
請
内
容
・
予
定
）

 1��

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維

持
継
続

 2��

要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

 3��

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
予
防

へ
の
取
り
組
み
の
推
進

 4��

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
対

応
に
つ
い
て

 5��

透
析
医
療
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

 6��

透
析
患
者
の
地
震
を
中
心
と
し

た
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対

策
に
つ
い
て

 7��

再
生
医
療
の
早
期
実
現
と
臓
器

移
植
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

 8��

腎
臓
病
患
者
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

 9��

透
析
導
入
の
見
合
わ
せ
、
治
療

の
中
断
に
つ
い
て

④
第
５３
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
５２
年
間
継
続
し

て
い
る
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」

は
、
今
後
も
継
続
し
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
活
動
で
す
。
地
道
に
確

実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ
イ
プ

を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
活
動
の
取
り
組

み
期
間
は
２
０
２
３
年
１０
月
か
ら
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２
０
２
４
年
１
月
ま
で
と
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
第
３５
回
都

民
の
集
い
」
の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

た
め
、
２
０
２
４
年
３
月
に
「
第

３５
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
」
を
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し

ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・

公
共
施
設
等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し

て
。
今
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
を

目
指
し
ま
す
。

（
２
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委

員
会
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎

疾
患
治
療
医
会
と
の
連
携

東
京
都
透
析
医
会
が
運
用
す
る
、

緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン

グ
シ
ス
テ
ムT

okyoD
IEM

A
S

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
患
者
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

②
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」（
東

京
都
福
祉
保
健
局
）

○�

改
定
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
機
関
誌
、
学
習
会
等
で
広
報

活
動
へ
の
取
り
組
み
。

○�

「
東
腎
協
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」、
災
害
手
帳
の
改
訂
お
よ

び
必
要
な
対
策
へ
の
取
り
組
み
。

○�

医
療
者
サ
イ
ド
の
区
市
町
村
ご

と
の
災
害
対
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
情
報
収
集
へ
の
取
り
組

み
。

③
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て

「
患
者
会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・

作
成
と
、
災
害
時
緊
急
連
絡
網
の

整
備
。

（
３
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す

る
機
関
誌「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」を

１
、
５
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ

の
情
報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載

し
、
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や

資
料
請
求
な
ど
に
迅
速
な
対
応
。

ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

患
者
向
け
の
情
報
発
信
を
充
実
し
、

個
人
会
員
入
会
へ
の
促
進
の
た
め

の
取
り
組
み
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

に
東
腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広

報
活
動
と
医
療
施
設
や
関
係
団
体

へ
の
情
報
提
供
の
強
化
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ

き
協
力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の

増
加
に
取
り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者

の
入
会
を
強
化
し
ま
す

透
析
導
入
前
の
腎
臓
病
患
者
の

入
会
を
強
化
し
、
腎
臓
病
患
者
の

グ
ル
ー
プ
化
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．�

第
１８
回
総
会
は
６
月
４
日

（
日
）
東
京
都
障
害
者
福
祉

会
館（
田
町
）で
開
催
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
状
況
に
よ
っ
て
は
、
昨

年
同
様
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
総

会
と
書
面
評
決
で
行
い
ま
す
。

２
．�

理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎

月
開
催
し
ま
す
（
８
、
１２
月

は
必
要
に
応
じ
て
開
催
）。

３
．�

三
役
会
議
（
会
長
、
副
会
長
、

事
務
局
長
）
を
毎
月
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ

て
拡
大
三
役
会
（
三
役
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
、
各
委
員
会
委
員

長
）
を
開
催
し
ま
す
。

４
．�

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回

正
会
員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
は
現
在
３
人
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
的
な

財
政
運
営
を
心
が
け
、
健
全
財
政

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。
広
報
、

財
務
、
組
織
管
理
な
ど
会
員
、
役

員
さ
ん
の
個
人
能
力
や
経
験
を
積

極
的
に
活
用
し
ま
す
。
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③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
多
摩
ブ
ロ
ッ

ク
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
と
し
ま
す
。

会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

④
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会

透
析
患
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
腎

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中

心
的
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
分
類
が
５
月
よ
り
５
類
と
な
り
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等

の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
感
染
症
対

策
に
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、「
東

京
歩
こ
う
会
」
や
「
趣
味
の
会
」

な
ど
の
催
し
や
企
画
を
行
い
ま
す
。

⑤
青
年
部
活
動

全
国
の
道
府
県
の
青
年
部
と
情

報
を
共
有
し
、
青
年
層
の
把
握
な

ど
基
本
的
な
活
動
か
ら
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

○
全
腎
協
青
年
研
修
会
及
び
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
へ
の
参
加

○
東
腎
協
青
年
部
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
よ
り
時
期·

内
容·

方
法
等
は

未
定
）

青
年
部
で
は
部
員
に
な
り
た
い

方
を
随
時
募
集
中
で
す
。（
５０
歳

未
満
の
会
員
の
方
）
東
腎
協
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
５
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①�

関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②�
（
一
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東

難
連
と
協
働
し
、
一
般
市
民
へ

腎
臓
病
の
予
防
や
検
診
に
つ
い

て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
す
。

③�

福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、

腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
関

す
る
事
業
な
ど
腎
臓
病
患
者
の

自
立
支
援
の
た
め
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

（
６
）
東
腎
協
大
会
の
開
催

記
念
講
演
と
透
析
３０
周
年
表
彰

を
行
う
予
定
で
す
。

  東難連設立 50周年・法人化 20周年・5月 23日“難病の日”記念 

―難病になっても笑顔で自分らしく “活力ある生活”を！“人生を活き活き”と！― 

設立 50周年・法人化 20周年を迎えた東京難病団体連絡協議会の歴史とその役割、 

加盟する患者団体のパネル展示と難病患者・家族のための日替わりプログラム、 

難病になっても安心して暮らせる社会の実現を呼び掛ける企画展を 

東京都立中央図書館の協力のもと２つの会場で開催いたします。 

（※展示と日替わりプログラムの会場は、東京都難病ピア相談室です） 

 

  

 

展展  

♦日 時： 22002233年年  55 月月  2233 日日（（火火））  ～～  55 月月  2277 日日（（土土）） 

 ピア相談室 11：00～16：00、 図書館（平日）10:00〜21:00・（土曜日）10:00〜17:30まで開館 

♦会 場： 

 【展示・関連イベント】 東京都難病ピア相談室 〒150-0012 東京都渋谷区広尾 5-7-1 東京都広尾庁舎 1階 

 【難病に関する本の展示】 東京都立中央図書館 〒106-8575 東京都港区南麻布 5-7-13 

 

  
 ＜お問合せ先＞ 特定非営利活動法人 東京難病団体連絡協議会 （東難連） 

   E-mail tounanren@mx5.ttcn.ne.jp TEL&FAX 03-3321-0300
URL http://www.tounanren.org/

2023 

♦主 催： 特定非営利活動法人 東京難病団体連絡協議会 （略称：東難連） 

♦協 力： 東京都立中央図書館  

♦後 援： 東京都、渋谷区、港区 

♦協 賛： フランスベッド株式会社、株式会社日立ケーイーシステムズ 

♦参加団体： 全国膠原病友の会 東京支部、全国多発性硬化症友の会 東京支部、東京都パーキンソン病友の会、 

  東京進行性筋萎縮症協会、東京腎臓病協議会、日本リウマチ友の会 東京支部、 

  日本 ALS協会 東京都支部、東京都心臓病の子どもを守る会、再生つばさの会 東日本支部、 

  東京都脊柱靭帯骨化症患者会、国分寺難病の会、オスラー病患者会 関東支部、 

  全国脊髄小脳変性症・多系統萎縮症友の会（関東地域）、 

  全国ファブリー病患者と家族の会、NPO法人全国ポンペ病患者と家族の会 関東支部 

  

55//2266（（金金））  
1133：：3300～～1166：：0000  

「「難難病病ココミミュュニニケケーーシショョンン  
支支援援体体験験会会」」  

（（株株））日日立立ケケーーイイーー  
シシスステテムムズズ  
廣廣瀬瀬貴貴裕裕氏氏  

参加費・無料 

  

55//2233（（火火））・・2244（（水水））  

1133：：3300～～1166：：0000  

「「難難病病おおくくすすりり相相談談」」  

（（事事前前予予約約・・オオンンラライインン可可））  

担担当当：：清清水水竜竜氏氏（（東東難難連連  

副副理理事事長長・・薬薬学学博博士士））  

  

55//2233（（火火））・・2266（（金金））  

1133：：3300～～1166：：0000  

「「福福祉祉機機器器展展示示とと説説明明」」  

フフラランンススベベッッドド（（株株））  

小小久久保保寿寿基基氏氏  

難病に 

 なっても 

難病になっても展 日替わりプログラム （会場：東京都難病ピア相談室） 

日程 時間 プログラム内容・担当者 実施方法・申込み方法等 

5/23（火） 

5/24（水） 
13：30～16：00 

難病おくすり相談 

清水竜氏（東難連副理事長・薬学博士） 

※ 要事前予約、面談・オンライン可 

 お申込み（メール） 
tounanren@mx5.ttcn.ne.jp 

5/23（火） 

5/26（金） 
13：30～16：00 

福祉機器展示と説明 

フランスベッド（株）小久保寿基氏 

 日常生活用具と関連資料を展示、福祉機

器専門の担当者が説明、質問対応。 

5/26（金） 13：30～16：00 
難病コミュニケーション支援体験会 

（株）日立ケーイーシステムズ 廣瀬貴裕氏 

 意思伝達装置「伝の心」のデモ体験。 

 その他、関連資料を展示。 

 お問合せ先： TEL&FAX 03-3321-0300、メール tounanren@mx5.ttcn.ne.jp 

  

住所 〒106-8575 東京都港区南麻布 5-7-13 

TEL 03-3442-8451（代） 

＜＜地地下下鉄鉄利利用用＞＞  

東京メトロ日比谷線「広尾駅」1 番出口から徒歩 8 分  

＜＜ババスス利利用用＞＞  
都営バス 橋 86 系統（目黒駅前〜新橋駅前・東京  

タワー）「愛育クリニック前」徒歩 2 分（※新橋駅前発

目黒駅前行きは平日及び土曜の朝夕のみ運行） 

港区コミュニティバス（ちぃばす）麻布西ルート 

（運行間隔 20分）「97愛育クリニック」徒歩 2分 

＜＜港港区区自自転転車車シシェェアアリリンンググ＞＞  

 C2-13.麻布運動場 徒歩 2分 

 C2-05.ありすいきいきプラザ 徒歩 3分 

＜＜車車ででのの来来館館＞＞  

 利用者用として約 20 台分の駐車場があります。 

 そのほかに、障害者等のスペースとして、2 台分を用

意しています。 

※ 台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関で

の来館をお願いします。 

※ 駐車場入口前の道路は一方通行です。テニスコート

側からお進みください。愛育クリニック側からは進入

できませんので、ご注意ください。 

住所 〒150-0012 東京都渋谷区広尾 5-7-1 

               東京都広尾庁舎 1階 

TEL 03-3446-1144（予約・問合せ専用） 

＜＜地地下下鉄鉄利利用用＞＞  

 東京メトロ日比谷線 「広尾駅」下車徒歩 3分 

【エレベーター・エスカレーター設置出口】 

3番出口：ホームから改札まで 

4番出口：ホームから地上出口まで 

※ 1番・2番出口は階段のみですので、ご注意ください。 

＜＜ババスス利利用用＞＞  
 バス停（1）「広尾駅前（広尾橋）」下車すぐ 

橋 86 （目黒駅前－新橋駅前又は東京タワー） 

 バス停（2）「広尾駅前（広尾橋） 」下車徒歩 1分  

黒 77 （目黒駅前－千駄ヶ谷駅前）、品 97（品川駅高輪口

－新宿駅西口） 

 バス停（3）「広尾駅前（広尾橋） 」下車徒歩 3分  

黒 77（千駄ヶ谷駅前－目黒駅前）、橋 86（新橋駅前又は

東京タワー－目黒駅前）、品 97（新宿駅西口－品川駅高

輪口） 

 バス停（4）「広尾病院前」下車徒歩 3分 

都 06（渋谷駅前－新橋駅前又は赤羽橋駅前） 

 バス停（5）「広尾病院前」下車徒歩 4分 

都 06（新橋駅前又は赤羽橋駅前－渋谷駅前） 

東東京京都都難難病病ピピアア相相談談室室へへのの交交通通アアククセセスス  東東京京都都立立中中央央図図書書館館へへのの交交通通アアククセセスス  

※ 有栖川宮記念公園の左側を通るルート（ブルー点線）の方が坂がゆる

やかなルートです。車椅子をご利用の方は、こちらのルートでお越しく

ださい。 

バス停② 

バス停③ 

バス停④ 

バス停⑤ 

バス停① 

３番出口 
４番出口 

２番出口 
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　２０２２年度　特定非営利活動に係る事業会計　収支報告書� （自２０２２年 ４ 月 １ 日～至２０２３年 ３ 月３１日）
２０２２年度決算 ２０２２年度予算 予算比

⑴会費収入 ９，３０５，１００ １０，５２０，０００ ８８．５％
　　会費収入 ８，５６５，１００ ９，７２０，０００ ８８．１％
　　賛助会費収入 ７４０，０００ ８００，０００ ９２．５％ ６２件
⑵事業収入 １０４，７６９ ２８４，６００ ３６．８％
　　提携手数料収入 ４，７６９ １，０００ ー 丸大食品ギフト販売
　　都民の集い事業収入 １００，０００ １００，０００ １００．０％
　　「ぜんじんきょう」発送費助成 ０ １８３，６００ ０．０％
⑶寄付金収入 １，６２５，６３８ ２，６００，０００ ６２．５％
　　寄付金収入 １，１４５，３９８ ２，０００，０００ ５７．３％ 扶桑薬品、５０周年事業
　　募金収入 ４８０，２４０ ６００，０００ ８０．０％ 国会請願募金
⑷その他の収入 １，０４４，１０３ １，３９０，０００ ７５．１％
　　受取利息収入 １４３ ０ ０．０％ 預金利息
　　資料印刷代収入 １８，５６０ １０，０００ １８５．６％ 患者会等資料印刷代等
　　物品販売収入 ３２，９００ ０ ＃ DIV/０！ 透析バンザイ
　　関東ブロック東京収入 ０ ０ ０．０％
　　全腎協助成金 ２００，０００ ２５０，０００ ０ 特区チャレンジ、５０周年助成金
　　雑収入 ０ ０
　　機関誌広告収入 ７９２，５００ １，１３０，０００ ７０．１％ 機関誌広告折込、HPバナー、名刺広告他
収入合計 １２，０７９，６１０ １４，７９４，６００ ８１．６％
⑴腎臓病に関する知識の普及と予防等
を促進する事業 ４，９６０，８９２ ６，８３０，０００ ７２．６％

　　腎移植キャンペーン事業 ２４２，６２０ ３００，０００ ８０．９％ 運営諸費用
　　都民の集い事業 １５５，７２６ ２００，０００ ７７．９％ 運営諸費用
　　機関誌発行事業 ２，３６５，０４３ ２，３３０，０００ １０１．５％ 機関誌制作・印刷・発送費用
　　ホｰムペｰジ管理事業 ０ ６０，０００ ０．０％
　　知識の普及事業 ２，１９７，５０３ ３，９４０，０００ ５５．８％ ブロック活動、各委員会諸活動、５０周年事業
⑵腎臓病患者の自立を支援するための
相談事業 ０ ０

　　自立支援事業 ０ ０ ０．０％
⑶腎臓病患者の医療体制の充実と福祉
の向上を図る事業 １１，５８２ ５０，０００ ２３．２％

　　都庁予算要請事業 １１，５８２ ５０，０００ ２３．２％ 予算要請行動他
⑷関連他団体との協同事業 ３，０４２，０４０ ３，４９１，０００ ８７．１％
　　国会請願事業 ６９，０００ ９０，０００ ７６．７％ 全腎協へ１５％上納他

　　全腎協他に協力する事業 ２，９７３，０４０ ３，４０１，０００ ８７．４％ 全腎協分担金（機関誌買取分￥１１３，６８０を含む）、東難連活動費（￥５５，５４０）等
⑸福祉移送相談推進事業 ０ ０ ０．０％
　　福祉移送事業 ０ ０ ０．０％
⑹腎臓病患者の食事療法に資する事業 ０ ０ ０．０％
　　低蛋白米の広報事業 ０ ０ ０．０％
　　小学校食育指導事業 ０ ０ ０．０％
⑺腎臓病患者の災害対策事業 ０ １２０，０００ ０．０％
　　災害対策訓練事業 ０ １２０，０００ ０．０％
事業費合計 ８，０１４，５１４ １０，４９１，０００ ７６．４％
給料手当 １，４１０，０００ ２，０４０，０００ ６９．１％ 固定給
雑給 １，９９５，６３０ １，３８０，０００ １４４．６％ 変動給
法定福利費 ０ １５，０００ ０．０％
通勤交通費 ２８２，１２２ ５１０，０００ ５５．３％ ３ 名分
保険料 １８，５００ ２０，０００ ９２．５％ 火災保険
事務局家賃 ２，１５６，０００ ２，１５６，０００ １００．０％ 家賃
リース料 ７７８，８００ ７８０，０００ ９９．８％ リース料金
水道光熱費 １６７，９１０ １３５，０００ １２４．４％ 水道・電気代
通信運搬費 ７４０，７０９ ６００，０００ １２３．５％ 会員・患者会宛通信費
支払手数料 ６８，４４３ ７８，０００ ８７．７％ 振込手数料等
会議費 ２８，８２４ １５０，０００ １９．２％ 理事会交通費、役員会
事務局管理費 ２７４，０６５ ２９５，０００ ９２．９％ パソコン保守料
事務局運営費 ８９，０２２ ７０，０００ １２７．２％ マットモップ、ウォーターサーバー
事務用消耗品費 ３３６，６４１ ２１０，０００ １６０．３％
慶弔交際費 １６，５００ ５０，０００ ３３．０％ 山口監事
消耗品費（透析バンザイ） ０ ０ ー
雑費 ９２５ ５０，０００ ０．０％
管理費合計 ８，３６４，０９１ ８，５３９，０００ ９８．０％

支出合計 １６，３７８，６０５ １９，０３０，０００ ８６．１％
収支差額 △�４，２９８，９９５ △�４，２３５，４００ １０１．５％
次期繰越収支差額 １９，３１９，２３４ ２０，９３３，６９０ ９２．３％ ２０２２年度期首繰越金２３，６１８，２２９円
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　２０２３年度　特定非営利活動に係る事業会計　予算案
勘定科目 金　額 内　　訳

収　

入

会費収入 ７，０００，０００ 会員数１，５００名
賛助金収入 ８００，０００
提携手数料収入 １，０００ 丸大食品ギフト販売
募金収入 ５００，０００ 国会請願募金等
寄付金収入 ６０，０００ 扶桑薬品工業（５，０００円／月）
資料印刷代収入 ３，０００ コピー使用料
広告料収入 １，０００，０００ 機関誌広告料、ＨＰバナー広告等
都民の集い協賛収入 １００，０００ 全腎協補助金
全腎協会報発送費収入 １８３，６００ 全腎協補助金
全腎協特区チャレンジ １００，０００ 全腎協補助金
関東ブロック事務局費 １００，０００ 全腎協関東ブロック
受取利息 ０
雑収入 ０
収入合計 ９，８４７，６００

事　

業　

費

腎移植キャンペーン ２００，０００ 井の頭公園
都民の集い １５０，０００
機関誌発行事業 ２，１７０，０００ 機関誌「とうじんきょう」発行
ホームページ ６０，０００ 更新料等
組織活動費 ４０５，０００ ブロック活動、青年部、総会等
ＱＯＬ向上事業 ３０，０００ 東京歩こう会等
全腎協大会参加費 ０
関東ブロック ０
国会請願募金 ７５，０００ 全腎協へ募金の１５％
低蛋白米広報 ０
災害対策事業 １０，０００ 委員会等
他団体との提携 ２６，０００ 東難連会費、障定協等
全腎協協力金 ２，３４０，０００ １，８００名　＠１５０円／月
　　事業費合計 ５，４６６，０００

管　

理　

費

給料手当 １，２００，０００ 事務局人件費（固定給）
雑給 １，３７４，１２０ 事務局人件費（変動給）
通勤交通費 ５１０，０００ 通勤定期代
法定福利費 １５，０００ 労働保険料
損害保険料 ０ 火災保険
事務局家賃 １，９８０，０００ １６５，０００円／月
リース料 ８００，０００ 印刷機器リース料
事務局管理費 ２７２，５８０ αメール、サーバー、インターネットセキュリティー
水道光熱費 １３５，０００ 水道・電気使用料
通信運搬費 ６００，０００ 配送料等
支払手数料 ７８，０００ 送金手数料等
会議費 ５０，０００ 理事会交通費等
事務局運営費 ７０，０００
事務用消耗品費 ２５０，０００
慶弔交際費 ５０，０００
租税公課 ０
雑費 ０
　　管理費合計 ７，３８４，７００
支出合計 １２，８５０，７００
収支差額 △�３，００３，１００
次期繰越収支差額 １６，３１６，１３４ ２０２３年度期首繰越額１９，３１９，２３４円
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№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名・個人

１ 理事（留任） 古暮　宏 こぐれ　ひろし ２３区Ｂ中南部 腎内科クリニック世田谷患者友の会

２ 理事（新任） 丸山　春良 まるやま　はるよし ２３区Ｂ中南部 個人会員

３ 理事（留任） 松本　茂利 まつもと　しげとし ２３区Ｂ中南部 個人会員

４ 理事（留任） 須賀　春美 すが　はるみ ２３区Ｂ中南部 虎の門・高津会（本院）

５ 理事（留任） 戸倉　振一 とくら　しんいち ２３区Ｂ東　部 森山友の会

６ 理事（留任） 酒井　豊 さかい　ゆたか ２３区Ｂ東　部 菊川橋クリニック腎友会

７ 理事（留任） 金井　信憲 かない　のぶのり ２３区Ｂ東　部 新江東橋クリニック腎友会

８ 理事（留任） 野口　忠男 のぐち　ただお ２３区Ｂ東　部 清湘会記念病院腎友会

９ 理事（新任） 成田　哲也 なりた　てつや ２３区Ｂ東　部 西クリニックひまわりの会

１０ 理事（留任） 大友　晴雄 おおとも　はるお ２３区Ｂ東　部 西クリニックひまわりの会

１１ 理事（留任） 三好　かおり みよし　かおり ２３区Ｂ北　部 高松医院腎友会

１２ 理事（留任） 長澤　浩 ながさわ　ひろし ２３区Ｂ北　部 あかまつ透析クリニック腎友会

１３ 理事（留任） 横溝　久美子 よこみぞ　くみこ 多　摩 長久保ハナミズキ会

１４ 理事（留任） 板橋　俊司 いたばし　しゅんじ 多　摩 日野クリニック腎友会

１５ 理事（留任） 岡田　和友 おかだ　かずとも 多　摩 平山腎友会

１６ 理事（留任） 小林　正和 こばやし　まさかず 多　摩 昭島腎クリニックひまわり会

１７ 理事（新任） 依田　滋 よだ　しげる ２３区Ｂ中南部 個人会員・賛助会員

１８ 理事（新任） 井上　隆臣 いのうえ　たかおみ ２３区Ｂ東　部 新江東橋クリニック腎友会

１９ 理事（再任） 清水　陽介 しみず　ようすけ 多　摩 すながわ相互診療所患者会いずみ

２０ 理事（新任） 須藤　幸子 すとう　さちこ 多　摩 個人会員

監事

№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 監事（留任） 梅原　秀孝 うめはら　ひでたか 多　摩 府中けやき会

２ 監事（新任） 村越　京子 むらこし　きょうこ 多　摩 八王子東町クリニック桑の実会

退任理事

№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 理事 榊原　靖夫 さかきばら　やすお ２３区Ｂ北　部 高中腎友会

２ 理事 関口　新一 せきぐち　しんいち 多　摩 国分寺こやま腎友会

３ 理事 根津　恵子 ねず　けいこ 多　摩 豊田クリニック患者会

退任監事
№ 役職名 氏名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 監事 山口　登 やまぐち　のぼる ２３区Ｂ北　部 個人会員

２０２３・２４年度ＮＰＯ東腎協理事・監事推薦名簿
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第
３４
回
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い

�

３
月
１２
日
（
日
）

３
月
１２
日
（
日
）「
第
３４
回
腎

臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
が

東
京
都
議
会
議
事
堂
１
Ｆ
都
民
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
３
年
ぶ
り
の

対
面
式
で
約
４０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

戸
倉
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
共
催
の
東
京
都
福
祉

保
健
局
疾
病
対
策
課
渡
部
ゆ
う
課

長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

○
講
演
Ⅰ

「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
を
よ

く
知
ろ
う
～
腎
臓
を
守
る
た
め
に

～
」
６０
分

講
師
：
酒
井　

謙　

先
生

東
邦
大
学
医
学
部
腎
臓
学
講
座　

主
任
教
授

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病

院　

副
院
長

○
講
演
Ⅱ

「
今
日
か
ら
実
践
！
腎
臓
を
守
る

食
事
療
法
の
コ
ツ
」

講
師
：
小
澤　

尚　

先
生

小
平
北
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

「
腎
臓
病
食
品
交
換
表
」
監
修
医

師

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会

�

４
月
９
日
（
日
）

「
透
析
患
者
さ
ん
に
運
動
っ
て
必

要
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

～
透
析
中
の
運
動
療
法
へ
挑
戦
～

４
月
９
日
（
日
）
２
０
２
３
年

度
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
会
が
八
王

子
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
５
学
習

室
で
開
催
さ
れ
役
３０
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
：
加
藤
伸
二
氏

長
久
保
病
院　

臨
床
工
学
技
士

腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導

士
（
日
本
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
会
認
定
）

４
年
ぶ
り
の
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学

習
会
と
あ
っ
て
、
定
員
３０
名
の
学

習
室
も
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
る
会

員
さ
ん
の
熱
気
が
ム
ン
ム
ン
で
し

た
。「

ポ
ス
タ
ー
を
見
ま
し
た
」
と

会
外
の
患
者
さ
ん
も
参
加
。
早
速

入
会
案
内
と
同
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

会
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後

日
、
入
会
届
と
入
会
金
を
頂
き
ま

し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
後
は
座
っ
て
も
で
き
る
運

動
を
実
施
体
験
。
狭
い
会
場
で
し

た
が
参
加
者
も
「
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
の
詳
細
内
容
は
７
月
号

（
夏
号
）
に
掲
載
の
予
定
。
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学
生
運
動
の
荒
れ
た
時
代
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
私
は
某
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の

大
学
で
隣
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
友
人
が

普
通
に
居
る
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い

た
。
別
段
英
語
が
得
意
と
思
っ
た
事
も

な
い
が
自
然
の
成
り
行
き
で
某
外
資
系

の
貿
易
商
社
に
入
社
し
た
。
と
こ
ろ
が

数
年
を
経
て
某
外
国
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
付

き
の
仕
事
を
与
え
ら
れ
、
主
に
広
報
担

当
と
し
て
全
国
各
地
を
飛
び
回
る
生
活

を
送
っ
た
。
同
時
に
企
業
内
部
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
特
に
学
生
時
代
か

ら
の
テ
ニ
ス
を
始
め
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
野
球
等
の
企
業
間
対
抗
試
合
へ
も
呼

ば
れ
強
化
合
宿
等
に
も
参
加
す
る
比
較

的
能
動
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
。

社
員
検
診
で
「
再
検
査
」

そ
ん
な
あ
る
年
、
社
員
一
斉
健
康
診

断
で
「
再
検
査
」
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

病
理
検
査
で
は
「
尿
に
極
少
量
の
出
血

反
応
が
あ
る
」
と
の
所
見
。
但
し
顕
微

鏡
で
や
っ
と
分
か
る
範
囲
な
の
で
激
し

く
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
後
等
に
は
よ
く

起
こ
る
反
応
と
も
言
わ
れ
た
。
こ
の
時

か
ら
毎
年
同
様
再
検
査
が
言
い
渡
さ
れ

専
門
医
を
受
診
す
る
事
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
Ａ
病
院
で
も
Ｂ
病
院
で
も
原
因

が
分
か
ら
ず
「
紹
介
状
」
を
も
っ
て
あ

ち
こ
ち
の
病
院
を
渡
り
歩
い
た
が
、
そ

の
都
度
大
量
の
薬
剤
を
渡
さ
れ
る
の
み
。

最
終
的
に
東
京
女
子
医
大
の
東
間
先
生

（
後
の
同
大
病
院
長
）
に
行
き
着
い
た
。

「
貴
方
の
腎
臓
は
片
方
の
腎
臓
が
二

つ
に
割
れ
て
い
る
先
天
性
の
奇
形
。
そ

れ
ぞ
れ
の
管
か
ら
出
て
い
る
バ
イ
パ
ス

か
ら
の
微
量
出
血
の
様
。
そ
の
状
態
で

健
康
で
す
。
１０
年
お
き
に
看
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
但
し
５０
歳
台
頃
、
何
が
し
か

の
腎
臓
特
有
の
病
変
を
起
こ
す
可
能
性

は
否
定
出
来
ま
せ
ん
」。
私
の
腎
臓
病

及
び
そ
の
後
の
透
析
生
活
の
開
始
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
さ
し
く
そ
の
通

り
の
人
生
を
送
っ
て
い
る
。

３０
代
で
旅
行
会
社
を
起
業

そ
の
後
、
相
変
わ
ら
ず
の
忙
し
い
生

活
に
忙
殺
さ
れ
す
っ
か
り
腎
臓
病
の
事

等
忘
れ
て
い
た
。
３０
代
中
盤
よ
り
旅
行

会
社
を
起
業
し
た
。
時
は
「
一
億
総
中

流
、
バ
ブ
ル
の
時
代
、
企
業
研
修
や
社

員
旅
行
は
殆
ど
海
外
」
と
言
わ
れ
た
時

代
。
羽
田
空
港
で「
お
疲
れ
様
で
し
た
」

と
散
会
し
た
後
す
ぐ
に
出
発
ロ
ビ
ー
へ

直
行
。「
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
添
乗
員

の
…
」
と
現
代
社
会
の
様
な
労
務
管
理

等
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

不
規
則
な
食
生
活

必
然
的
に
食
生
活
は
不
規
則
に
な
る
。

私
の
体
重
も
み
る
み
る
太
り
始
め
、
９０

キ
ロ
の
巨
漢
に
な
る
。
４０
代
後
半
よ
り

「
通
風
」
を
何
度
も
発
症
し
、
遂
に
は

胃
潰
瘍
で
消
火
器
内
科
の
お
世
話
に
な

る
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る
日
、

医
師
よ
り
の
宣
告
。「
腎
臓
の
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
値
が
上
昇
。
腎
臓
内
科
専
門
医

を
受
診
し
て
下
さ
い
」。
若
き
日
の
忘

れ
て
い
た
病
気
が
再
び
意
識
さ
れ
る
年

代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
十
数
年
、「
明
日
よ
り
透
析

治
療
開
始
」
の
宣
告
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
の
高
い
医
療
水
準
の
お
陰
で
安
心

し
て
透
析
生
活
を
受
け
る
生
活
が
も
う

八
年
も
続
い
て
い
ま
す
。

患
者
会
と
の
出
会
い

入
院
当
初
よ
り
「
患
者
会
」
の
存
在

を
知
り
、
地
区
の
患
者
会
に
参
加
し
て

い
る
内
に
、
日
本
国
内
各
地
や
海
外
へ

も
臨
時
透
析
を
し
て
旅
行
し
て
い
る
方

々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
方
々
と
の
透
析
生
活
の
互
い
の
事

柄
等
の
情
報
交
換
を
し
て
い
る
内
に
患

者
会
の
「
理
事
」
就
任
の
要
請
を
受
け

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

コ
ロ
ナ
下
の
中
、
人
と
の
交
流
を
極

力
避
け
る
生
活
が
続
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
や
っ
と
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
透
析
患
者
と
し
て

留
意
し
て
生
活
を
送
る
事
は
勿
論
、
自

分
の
体
力
や
気
力
を
安
定
さ
せ
る
為
に

も
様
々
な
事
柄
に
取
り
組
む
事
も
重
要

で
す
。
私
は
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
や
っ
て

い
た
「
社
交
ダ
ン
ス
」
や
時
折
仲
間
達

と
の
「
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
で
歌
う
会
」
等

を
再
度
開
始
致
し
ま
し
た
。
身
体
が
ど

う
に
も
動
か
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、

全
て
が
私
の
人
生
。「
日
々
是
好
日
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
常
の
生
活
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
と
東
腎
協

(
リ
レ
ーエッセ
イ)

透
析
歴
８
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
理
事

個
人
会
員

丸
山�
春
良
さ
ん（
7３
歳
）
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山
口
登
氏
に
想
い
を
よ
せ
て

　
小
野
　
誠
（
前
副
会
長
）

２
０
２
３
年
２
月
２６
日
夜
８
時

過
ぎ
、
東
腎
協
事
務
局
長
板
橋
氏

か
ら
電
話
を
受
け
た
。
日
頃
は
携

帯
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
仲
で
あ
る

が
、
夜
分
の
電
話
で
も
あ
り
、
何

か
起
き
た
な
？
の
感
は
あ
っ
た
が
、

ま
さ
か
山
口
登
さ
ん
の
訃
報
で
あ

る
と
は
思
い
も
つ
か
な
い
し
、
聞

い
た
瞬
間
、
何
で
、
若
い
の
に
、

あ
ん
な
に
逞
し
く
て
円
満
な
人
が
、

と
い
う
思
い
で
し
た
。

彼
の
趣
味
と
い
う
か
、
愛
す
る

も
の
は
一
に
家
族
、
二
に
ゴ
ル
フ
、

三
に
車
、
だ
っ
た
と
。
そ
し
て
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
お
話
に
な

る
時
は
そ
の
お
顔
が
益
々
円
満
に

な
り
、
と
ろ
け
る
様
な
お
顔
に
な

っ
た
、
と
思
い
出
し
な
が
ら
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

３
月
２
日
の
告
別
式
に
お
伺
い

し
、
柩
の
中
の
氏
の
お
顔
を
拝
し

つ
つ
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、

と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

次
は
天
国
で
ゴ
ル
フ
に
興
じ
ま
し

ょ
う
、
と
ご
挨
拶
し
ま
し
た
。

告
別
式
で
の
喪
主
の
息
子
さ
ん

の
ご
挨
拶
の
中
で
、
そ
の
日
は
朝

か
ら
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場

で
、
午
前
に
ハ
ー
フ
を
プ
レ
イ
し
、

昼
食
後
の
ス
タ
ー
ト
に
向
か
う
時
、

そ
の
発
作
は
起
き
、
そ
の
日
の
プ

レ
イ
仲
間
・
ゴ
ル
フ
場
ス
タ
ッ
フ

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
大
学
病

院
で
の
懸
命
な
回
復
処
置
に
も
か

か
わ
ら
ず
意
識
回
復
す
る
こ
と
な

く
逝
去
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
病
名
は
急
性
心
筋
梗

塞
。改

め
て
氏
と
の
お
付
き
合
い
を

思
い
返
し
て
み
る
と
、
氏
と
の
共

通
事
項
は
透
析
患
者
で
吉
祥
寺
あ

さ
ひ
病
院
に
通
院
す
る
仲
間
で
あ

っ
た
こ
と
。
そ
し
て
私
は
２
０
０

７
年
に
あ
さ
ひ
病
院
の
患
者
会
の

会
長
と
し
て
、
会
員
増
や
会
の
充

実
を
図
る
た
め
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
所
に
氏
と
遭
遇
し
、
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
。
当
時
は
東
腎
協
も

理
事
が
不
足
し
活
動
に
支
障
を
き

た
し
て
い
た
た
め
理
事
に
も
な
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
彼
の
家
と

私
の
家
は
同
じ
区
内
で
３
㎞
程
度

の
距
離
で
、
親
し
く
な
る
と
年
に

２
～
３
度
は
ゴ
ル
フ
を
興
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
こ
と
な
ど
。

そ
ん
な
中
、
彼
は
透
析
の
苦
痛

を
訴
え
、
ご
家
族
か
ら
の
生
体
腎

移
植
を
受
け
通
院
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
で
患
者
会
か
ら
脱
退
さ
れ
、

個
人
会
員
に
な
り
、
東
腎
協
の
理

事
も
退
任
し
ま
し
た
が
、
監
事
だ

け
は
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
私
も
２
０
１
０
年
右
脚
を

粉
砕
骨
折
し
、
完
治
す
る
こ
と
な

く
、
ゴ
ル
フ
は
禁
止
ス
ポ
ー
ツ
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
氏
と
お
会
い

す
る
機
会
も
減
り
、
個
人
的
お
付

き
合
い
も
自
然
と
減
っ
た
こ
と
が

残
念
に
思
い
ま
す
し
、
私
も
２
０

１
７
年
に
東
腎
協
の
理
事
を
退
任

し
た
こ
と
も
そ
れ
に
輪
を
か
け
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

氏
は
伝
統
あ
る
大
学
を
卒
業
し
、

山
岳
部
で
活
動
し
、
頼
も
し
く
、

誠
実
な
お
人
柄
で
す
。
ア
チ
ラ
の

世
界
で
も
今
後
の

我
々
の
活
動
を
笑

顔
で
見
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

東
腎
協
監
事 

　
　
　
　
　
山
口
登
さ
ん
を
偲
ん
で

山口　登（やまぐち　のぼる）２０２３年 ２ 月２４日死去、
享年７５歳。
２００８年～２０１２年東腎協理事、多摩ブロック長
２０１３年～２０２３年東腎協監事
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ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）
東
京
第
一
支
店

様
青
い
鳥
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

結
成
５０
周
年
記
念
事
業
寄
付
金

《
患
者
会
》
き
よ
せ
旭
が
丘
記
念
病
院

腎
友
会
、
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
長
久
保
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
会
、
清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友

会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
、
秋
葉
原

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森
山
友
の
会
、

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
柳

原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会
、
あ
か
ま
つ

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

《
個
人
会
員
》
川
田
邦
夫
、岸
本
敦
（
敬

称
略
）

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

国
会
請
願
署
名
・
募
金
御
礼

《
患
者
会
》

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
大
島

腎
友
会
、
大
田
病
院
腎
友
会
、
小
笠
原

ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
松
和
患
者
会
、

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会
、
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
虎
の

門
・
高
津
会
（
本
院
）、
勝
和
な
ご
み
会
、

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
新
小
岩

・
船
堀
）、
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
、
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
清

湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会
、
西
ク
リ
ニ
ッ

ク
ひ
ま
わ
り
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

森
山
友
の
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健

腎
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患

者
会
、
阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、
高
松

医
院
患
者
会
、
中
野
共
立
病
院
腎
友
会

　

絆
の
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会
、
優

人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
め
じ
ろ
台
西

澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
め
じ
ろ
会
、
日
野
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
府
中
け
や
き
会
、
平

山
腎
友
会
、
立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
、

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
く

に
た
ち
桜
会
、
永
山
腎
友
会
、
き
よ
せ

旭
が
丘
記
念
病
院
腎
友
会
、
あ
け
ぼ
の

東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
、
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

《
個
人
会
員
》（
敬
称
略
）

牧
野
淳
子
、
佐
藤
玲
子
、
南
波
成
子
、

川
田
邦
夫
、
渡
辺
克
己
、
岸
本
敦
、
堀

口
誠
、
菊
地
洋
子
、
土
屋
哲
夫
、
市
原

銀
、
内
田
利
男
、
佐
藤
陽
子
、
末
木
秀

治
、
桝
永
照
也
、
永
田
淑
子
、
尾
方
利

至
、
石
山
久
美
子
、
横
山
忠
之
、
白
坂

徹
夫
、
宮
澤
克
人
、
渡
邊
陽
介
、
湯
田

悦
子
、
伊
藤
勝
之
、
遠
藤
一
男
、
青
木

厚
子
、
関
芳
喜
、
加
藤
修
一
、
廣
山
増

廣
、
南
澤
孝
志
、
佐
々
木
実
樹
、
高
橋

雍
子
、
佐
々
木
邦
子
、
大
野
和
子
、
島

田
範
子
、
福
島
正
昭
、
他
匿
名
希
望

た
く
さ
ん
の
署
名
・
募
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」の

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

受
付
期
間

２
０
２
３
年
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
同

年
５
月
３１
日
（
水
）
ま
で

配
布
期
間

２
０
２
３
年
４
月
２０
日
（
木
）
以
降

お
申
し
込
み
方
法

５ 月１４日（日）
第１０回東京歩こう会
５月２８（日）
第１８６回理事会
６月 ４日（日）
東腎協第１８回総会（東京都障害者福
祉会館・田町）
６月１８日（日）
第１８７回理事会
７月 ９日（日）
２３区ブロック第 １回正会員、個人会
員合同会議（予定）
７月２３日（日）
第１８８回理事会
８月１２日（日）～ ８月１５日（火）
東腎協事務局夏季休暇（予定）
９月１７日（日）
２３区ブロック勉強会（予定）
９月２４日（日）
第１８９回理事会

今後の活動予定

事
務
局
か
ら
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（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。）
に
身
体
障
害

者
手
帳
を
ご
提
示
の
上
、「
青
い
鳥
郵

便
葉
書
配
布
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、

代
理
人
に
よ
る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓

口
に
備
え
置
い
て
い
ま
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込
み

を
す
る
場
合
は
、
適
宜
の
用
紙
に
「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
同
等

の
内
容
を
記
入
し
身
体
障
害
者
手
帳
の

写
し
と
と
も
に
最
寄
り
の
郵
便
局
に
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。

配
布
方
法

２
０
２
３
年
４
月
２０
日
（
木
）
以
降
、

最
寄
り
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
か

ら
お
届
け
さ
れ
ま
す
。
郵
便
局
の
窓
口

で
は
お
渡
し
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

事
務
局
長
に
就
任
し
て
７
年
半
が
経

過
し
た
。
気
が
付
い
た
ら
７３
歳
を
超
え
、

普
通
の
爺
な
ら
孫
と
戯
れ
自
由
気
ま
ま

な
老
後
を
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
ん
な
時
に
今
度
は
全
腎
協
事
務
局
長

に
任
命
さ
れ
た
。
あ
と
二
年
で
７５
歳
だ
。

こ
れ
が
宿
命
と
は
い
え
、
気
力
・
体
力

が
持
ち
続
け
ら
れ
る
か
不
安
な
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

先
日
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
学
習
会
が

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
行
事
が
中
止
に
な

っ
て
い
た
せ
い
か
大
盛
況
。「
ポ
ス
タ

ー
を
見
ま
し
た
」
と
会
外
の
患
者
さ
ん

の
参
加
も
。
早
速
入
会
の
資
料
、
同
じ

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
会
員
さ
ん
を
紹
介
し
て

無
事
入
会
届
・
会
費
も
受
け
取
っ
た
。

こ
う
い
う
喜
び
が
何
よ
り
も
勇
気
づ
け

ら
れ
る
。�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
（
元
気
よ
く
）
た
だ
い
ま
～
！

久
し
ぶ
り
の
雑
感
何
を
書
こ
う
か
悩

み
な
が
ら
現
状
を
知
っ
て
頂
く
た
め
簡

単
に
書
き
ま
す
。

昨
年
６
月
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
右

半
身
麻
痺
と
な
り
、
右
手
・
右
脚
が
動

か
せ
な
い
状
態
な
り
ま
し
た
。
練
馬
順

天
堂
大
学
に
入
院
後
リ
ハ
ビ
リ
病
院

（
武
蔵
野
武
蔵
野
市
役
所
の
隣
）
に
転

院
し
て
４
ヶ
月
チ
ョ
ッ
ト
入
院
し
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
り
ま
し
た
。
歩
け

な
か
っ
た
の
が
装
具
を
つ
け
、
杖
を
使

い
１０
月
下
旬
無
事
退
院
し
て
自
宅
で
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
い
ま
し
た
が
１１
月
、
シ

に
な
る
た
め
に
来
た
の
で
。
今
日
一
日

だ
け
は
彼
ら
へ
の
憧
れ
を
捨
て
て
、
勝

つ
こ
と
だ
け
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は

す
べ
て
の
事
柄
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ

る
な
ぁ
と
感
動
し
ま
し
た
。�

（
松
山
）

○
大
変
な
世
の
中
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
約
三
年
に
渡
る
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
世
界
中
が
大
騒
ぎ
。
こ
れ
迄
打
っ
た

事
も
な
い
ワ
ク
チ
ン
を
５
回
も
打
ち
、

人
と
の
接
触
を
極
力
避
け
る
日
常
生
活
。

ズ
ー
ム
会
議
や
授
業
等
、
学
生
さ
ん
は

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
通
え
な
い
ま
ま
卒
業

式
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
上
に
今
度
は

プ
ー
チ
ン
さ
ん
の
お
陰
で
世
界
的
物
量

不
足
。
全
て
の
コ
ス
ト
が
値
上
げ
さ
れ

寒
い
冬
も
暖
房
無
し
の
生
活
を
強
い
ら

れ
る
お
年
寄
り
達
。
プ
ー
チ
ン
さ
ん
、

貴
方
の
お
国
に
も
透
析
患
者
は
多
い
で

し
ょ
う
に
。
保
育
園
や
産
婦
人
科
病
院

に
ま
で
平
気
で
ミ
サ
イ
ル
を
ぶ
ち
込
む

お
人
柄
。
爆
弾
を
作
る
の
は
お
得
意
で

も
透
析
医
療
の
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
等
に

は
関
心
が
無
い
の
で
し
ょ
う
な
。
東
レ

や
二
プ
ロ
の
優
秀
な
技
術
は
日
本
に
は

あ
り
ま
す
が
貴
方
に
は
差
し
上
げ
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
で
世
界
中
が
苦
し
ん
だ
後

な
の
に
早
く
世
界
平
和
の
路
線
に
目
覚

め
て
下
さ
い
ま
せ
。
日
本
の
一
透
析
患

者
か
ら
の
切
な
る
願
い
で
す
。�（
丸
山
）

ャ
ン
ト
の
７
～
８
㎝
血
管
が
詰
ま
り
シ

ャ
ン
ト
の
作
り
直
し
、
天
井
が
グ
ル
グ

ル
回
る
ほ
ど
の
め
ま
い
が
生
じ
ま
し
た
。

今
は
治
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
月
よ
り
週
１
回
、
３
月
よ
り
週
２

回
の
割
合
で
事
務
局
に
復
帰
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
仕
事
、
通
勤
で
電
車
に

乗
り
通
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局

に
通
う
事
で
い
い
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
自
由
な
事
が
多

い
の
で
す
が
、
何
と
か
こ
な
し
て
い
ま

す
。
皆
様
に
大
変
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
ぼ
ち
ぼ
ち
と
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。�

（
三
好
）

○
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
が
全
勝
で
優
勝
し
、

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
同
様
に
日

本
中
を
虜
に
し
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は

劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
、
決
勝

で
は
ア
メ
リ
カ
と
１
点
差
の
痺
れ
る
展

開
で
９
回
に
大
谷
選
手
が
ス
ト
ッ
パ
ー

と
し
て
登
板
し
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
で
同
僚

の
ト
ラ
ウ
ト
選
手
を
三
振
に
仕
留
め
、

漫
画
の
物
語
の
よ
う
な
劇
的
な
勝
利
で

３
度
目
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

決
勝
前
で
の
大
谷
選
手
の
言
葉
で

「
ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
に
は
野
球
を
や

っ
て
い
た
ら
誰
し
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
な
選
手
た
ち
が
い
る
と
思
う
。

憧
れ
て
し
ま
っ
て
は
超
え
ら
れ
な
い
、

僕
ら
は
今
日
超
え
る
た
め
に
、
ト
ッ
プ
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